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中国・技術開発のトレンド（近年の動き）

今 後 （中期）コロナ禍～2023年

クルマとしての進化（ハード）

BEV化＋SDV・スマートキャビン化

車内UX／HMIの進化（ソフト）

次なるAI開発競争・自動運転化
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クルマとしての進化（ハード）と車内UX／HMIの進化（ソフト）
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現在、クルマのＳＤＶ・スマートキャビン化はハード＆ソフトの一体開発により

製品実装の進展がみられ、通信技術を介したグレードアップがはかられている。

中国はこの領域において、どのようなビジネス機会の創出を行い、

デファクトスタンダードとなる競争優位を確保するための基準づくり

（標準化やルール形成）が進展していくか、正しく理解することが求められる。



＜講演・事例＞
スマートキャビン化の現状と今後の計画

Avatr・阿维塔

スマートキャビン製品化総監 
William Wang(Mr)
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スマートキャビン化の現状と今後の計画
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ご協力のお願い
・本講演は貴社の内部研究に参考としてご共有するものです。
・本講演で使用、言及したデータや視点、専門家の情報等は
外部公開厳禁と致します。
・専門家の視点は長年に亘る業務上の経験をまとめ、
分析したその立場を代表とするものです。
・専門家の視点と上場企業の公開資料で整合が取れない
場合は、公開資料を優先と致します。

皆さん、こんにちは。本日の講師を務めますウイリアムと申し
ます。私は、自動車のスマートキャビン化と智能化において、
十数年の経験があります。自動車はラジオ放送からマルティ
メディア鑑賞へと進み、さらに、豊富な機能を搭載したスマー
トキャビンにまで発展してきました。現在はAIなどの最新技
術をクルマに導入する時代が来ております。これから、ス
マートキャビンに対する考え方とその観点を皆さんにご紹介
していきたいと思います。



目次／スマートキャビンの発展トレンド
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目次
１．スマートキャビンの発展トレンド
２．Avatrスマートキャビンの新型車と競争戦略
３．HuaweiのHarmony OSスマートキャビンの
ソフト＆ハード技術

４．自社開発のスマートキャビン技術と海外展開の計画
５．AIエージェントの応用と今後のスマートキャビン計画
６．上海モーターショーでの発表車種および新技術の予告

具体的には、AVATRのスマートキャビンの現状と今後の計
画についてご説明していきます。
講演は6つの部分（右上の目次を参照）からなります。
第一章は現在のスマートキャビンの発展トレンドです。



自動車消費市場のトレンド
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いま、自動車消費市場は全体的
に在庫リスクに直面しております。
競争が厳しい状況にあり、車種
のモデルチェンジの頻度が高く
なっています。
各メーカーは原価を削減すると
ともに、生産効率を向上させて
います。
市場シェアを奪い取る姿勢を取
り、販売拡大を実現するために
競争を勝ち抜きたいのです。
我々の予測（中国市場）では、代
替・増車の比率は2025年までに
64%に達する見通しです。
2030年までに78%にまで達して、
自動車消費の成長段階となりま
す。
今年、80年代（80後）・90年代
（90後）・00年代（00後）生まれ
の若年層の購入比率は77%にま
で達して、2030年までには85%
を超える見通しです。
すなわち、自動車購入者の構成
に変化があります。
こうした若年層はインターネット
やAIの高成長とともに育ってき
た世代です。
若年層は、従来の自動車購入者
よりも知能化へのニーズと重視
度は高くなっています。



業界内トップOEMの智能化短期トレンド
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業界の状況を見てみましょう。業界の短期的なトレンドは
概ね下記の通りとなります。
現在主流のスマートキャビンの実用化システムは次が挙
げられます。Li OS、Xpeng Tianji、Huawei HarmonyOS、
Flyme Auto、Xiaomi HyperOSです。これらを、5つの方面
から発展トレンドを概観していきます。
1つ目に、音声インタラクションの進化と、音声による制御
が使用メインとなります。現段階では、自動運転はまだレ
ベル3（L3）以上に達していないです。このため、運転者は
やはり道路状況に集中するため、「非没入型」のインタラク
ションが主流となります。このために、音声インタラクション
は車室内でますます重要になります。いままでの音声イン
タラクションは意味が分からない、言いたいことはよく伝わ
らないなど、効率が低いです。ユーザーの使用率もあまり
高くない。今後、ビッグモデルの活用につれて、音声認識
は徐々に流暢になると思われます。自分のアシスタントや
友達のように、聞き取れる、上手く答える、効率的なインタ
ラクティブ体験が可能になります。
2つ目に、AIによる生成式のサービスです。これはどのよう
なサービスでしょうか？音声指令で任務、画像、音声、百
科、ニュースなどのカスタマイズ化したサービス提供です。
モバイルにおけるユーザーのニーズは種々様々に変化し
ています。車室内も同様に、皆さんのニーズはヒトにより多
種多様です。このため、異なるニーズを満たすことにより、
より良い体験をユーザーに届けます。
3番目は、シームレスな3D体験です。車室内は運転シーン
に合わせて、豊富な情報と、エンターテイメントの機能を搭
載しています。同時に、車内での使用シーンも増えていま
す。非没入型の使用シーンだけでなく、没入型の使用シー
ンは多くなりました。例えば、車両の充電時間を利用して
車内で休憩を取る、昼休み等など。
ユーザーのニーズに応えて、各シーンをカバーするような
没入型体験が重要です。こうした背景の下で、AR、VR、3D
技術は急速な発展を遂げてきました。
4番目に、効率的なインタラクションです。現在、スマート
フォンのインタラクション効率はますます向上しています。
スマートキャビンも似たような傾向があります。スプリット・
スクリーン、フローティング・ウィンドウ、マルチフィンガー、
カスタマイズDOCKといったようなインタラクティブ体験が挙
げられます。効率の向上、安全性の向上のニーズを満たし
て、使用頻度を引き上げます。
5番目に、スマート運転SRディスプレイです。車室内はイン
タラクティブ体験を届ける最も利便性の高い窓口であり、
車両の機能を反映しています。ご存知のように、車両の知
能化は2つの部分に分かれています。それぞれは、スマー
トキャビンとスマート運転になります。キャビン内のナビ
ゲーションとスマート運転の融合は「キャビンと運転の一体
化」と呼びます。では、どうやって1つに融合するのか？どう
やって効率的なインタラクション、表示を実現するのか？
それは、車両のテクノロジー感とセーフティ感を確保すると
ても重要な手段となります。Li Auto（理想汽車）はエンタメ
を含めたAI機能の進化に多大な力を入れています。利便
性ある操作において、Xpeng（小鵬汽車）、Huawei（華為技
術）はスプリット・スクリーンを導入しています。Flyeme
Autoはデスクトップ、フローティング・ウィンドウ機能を搭載
しています。



業界内トップの智能化長期トレンド
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次に、知能化の長期的な発展ト
レンドを説明します。
今後の2～3年において、AIが主
に自然言語理解 (NLU)を通して、
人間らしいインタラクションを行
います。
今後の5～10年の間で、スマー
トフォンと似たようなシステム化
の趨勢が見られていきます。
例えば、自主開発のOS、AIの中
核的なチップ、プラットフォーム
の訓練、データの処理、データ
の安全性が挙げられます。
ハードウェアとソフトウェアの融
合を通して、より良い体験を届
けます。
今後、Li Auto、Harmony OS、
XpengともにAIの進化に向けて
発展していきます。
車両を枢軸にして、端末とクラウ
ドの一体化したアーキテクチャを
使用します。
車がもっと人間らしくなり、もっと
人間を理解できるようになり、ア
シスタントのようになります。
表情の認識、端末とクラウドの
一体化したビッグモデル、マルチ
モデルアルゴリズムが重要です。



Avatrスマートキャビンの新型車と競争戦略
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第二の部分は、AVATRのス
マートキャビンの新型車と競
合戦略です。



製品ポジショニング
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まずは製品のポジショニング
になります。
全体的に、「90後」の若年層、
都市部のエリート層を主な
ターゲットとしています。
2級以上の都市がメインです。
知能化体験、クルマの外観
デザイン、生活に対してこだ
わりのある人です。
こうしたターゲット層のために
知能化やシーンに応じた使
用の機能を開発しています。
以上は知能化の全体的な戦
略で、技術力を生かしながら、
おもてなしを実現しています。



智能化競争戦略
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智能化戦略においては、安全、知
能、個性、快適という4つの体験ポ
イントが重要です。
安全とスマート運転については、
HuaweiのAEB（衝突被害軽減ブ
レーキ）、AVP（自動バレー駐車）、
VPD（バレー駐車運転）にサポート
されています。都市NOA
（Navigation on Autopilot）、高速
道路NOA、電子サイドミラーは業
界で初搭載されています。
知能化においては、様々なシーン
での選択が可能です。スマート
フォンとクルマの中央ディスプレイ
にシームレスな同期ができ、デス
クトップのカスタマイズができます。
AvatrはHuaweiのInside機能を車
載システムに搭載しています。
また、使用シーンにあわせて個性
化したサービスを推奨していきま
す。顔認識といったようなカスタマ
イズ化の機能も提供しています。
例えば、ユーザー専用の「女王助
手席」などのカスタマイズです（助
手席は女性がメインで座るように
造られた空間・機能）。
快適性も重要です。Avatrはプレミ
アムブランドとして、ブランドの音
響やアロマ、アクティブノイズリダ
クションなど、車室内の豪華さや
雰囲気をアップグレードしていま
す。



HuaweiのHarmony OSスマートキャビンのソフト＆ハード技術
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次は、Harmony OSスマート
キャビンです。



Harmony OSスマートキャビン・エコシステムのポイント
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AvatrはHuaweiと戦略的提
携関係を構築しています。
ハードウェアとソフトウェア技
術はHuaweiと協力して展開し
ています。
このため、まず、Huaweiのエ
コシステムを導入しています。
Huaweiは、このシステムの豊
富なアプリを網羅しているこ
とで、使用ニーズの高い人気
のアプリをすべてカバーして
います。IQiyi、Tik Tok、
TOPBuzz、Tencentなどが挙
げられます。
スマートフォンやタブレットを
使って、クルマの中央画面
（CID）へミラーリングが可能
です。
さらに、ディスプレイのレイア
ウトや、ユーザーインター
フェースの反応速度が速い
です。



搭載車種計画
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次は今後の搭載計画を紹介
していきます。
Avatr E11、E12がこれまで
の主力車種でした。
今後、E15、E16などの戦略
車と、現在ローンチした
Avatr 07、2025年第2四半期
にローンチ予定のAvart 06
に、Harmony OSを搭載する
計画です。それと同時に、他
の新型車についても順次、
Harmony OSを搭載していき
ます。
これは、座席別の音声認識
や、スマートフォン画面との
同期、デスクトップのカスタマ
イズ、スマートスプリットスク
リーン、スマートドック、シー
ムレスなフローティング、AI
アシスタントなどを含んでお
ります。これはHarmony OS
のコア機能です。Huaweiの
ビッグモデルに基づいたス
マートドライブとスマートキャ
ビンの融合で実現されます。



自社開発のキャビン技術と海外展開の計画
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4つ目に、自社開発のキャビ
ン技術と、海外展開の計画で
す。



自社開発プラットフォームのソフト＆ハードのフレーム
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Avatrの自社開発は主に車
両の海外進出を目指したも
のです。
AndroidとQualcommをベース
にして、AvatrのAIコントロー
ラーを含んだハードウェアを
搭載しています。この上に中
間システムがあります。その
上層に操作システムがあり、
API（Application 
Programming Interface）、ミ
ドルウェア、汎用クラウド制
御、車両制御を実現していま
す。一番上には、アプリのア
ルゴリズムに関するソフト
ウェアがあります。
主にHMI、第三者開発のアプ
リ、スマートキャビンとスマー
ト運転の一体化、地図や音
声認識を含んでいます。



自社開発プラットフォームのフレーム
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このページは海外進出向け
の計画と戦略です。
海外仕様車の機能は国内車
種をベースにして、現地の特
色にあわせた、差別化を生
み出していきます。
スマートキャビンに対する海
外ユーザーのニーズにあわ
せて、その差別化をはかりま
す。
現地の法律への対応や、音
声ナビゲーション、多言語認
識がコアとなります。
これらは海外進出時のキー
ポイントとなります。
また、UI互換性、ツール、ス
マート運転、車載システムに
おいても、中国の国内車種を
ベースに、合理的な改良を
行います。



AIエージェントの応用と今後のキャビン計画
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続いて、AIエージェントの応
用と今後のキャビン計画です。



ビックモデルが車内インタラクションを変化させる
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未来のキャビンはビックモデルの時代
です。言うまでもなく、すべてのことは
AIに関わりがあります。自動車はインテ
リジェントな端末として、AIとの間に緊
密な関係があります。このため、ビック
モデルはキャビン内のインタラクション
を変えることができます。
画像を見てみましょう。いまでは、車室
内内ではディスプレイにタッチ操作が
ほとんどです。すべてはプレインストー
ルのアプリや機能なので、ユーザーは
そのまま使えば良いのです。ただ、機
能はバラバラで、連動して使うことがで
きません。
では、未来の深層AIとは何物でしょう
か？対話型のマルチモデルが特徴で、
エージェントという概念が生まれます。
エージェントは車室内のすべてのアプ
リを調整することができます。アプリの
つながりや、アプリの自動生成を実現
して、個性的で知能化の体験を届けま
す。おもてなしある車、自分を分かって
もらえる車であることを、ユーザーに伝
えていきます。
では、どうやってビッグモデルを活用し
てAIの使用効果を最適化するのでしょ
うか？次の典型的な事例は、インタラ
クションの変化を反映しています。ジェ
スチャー、AR（拡張現実）、予測型イン
タラクション、情緒的インタラクションが
あり、これらの概念は目新しそうに聞か
れます。確かに、研究開発の重点に
なっています。今後の新車種にも搭載
していきます。感情を持つ車、自分を
分かってくれる車であることをユーザー
に伝えていきます。ユーザーの気持ち
の変化を把握し、情緒的価値のある
サービスをお勧めします。リアルタイム
でキャビン内の使用シーンの様々な
ニーズを満たします。



スマートキャビンAIエージェントの説明と特徴
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これはAIエージェントという全体的な規格
です。エージェントはインテリジェントな端
末として、認識、計画、使用、反復から構
成されます。
まず、簡単にいえば、エージェントは人間
との対話を通じて、ニーズを理解すること。
話し手またはキャビン内のニーズを把握
するのです。指令または任務をもらってか
ら、遂行するための計画を立てること。そ
のツールは使用ルートともいえます。現在、
原子的なサービスは急遽に発展していっ
ています。アプリ・インターフェース（API）
連携を通して、車内のSOA（サービス指向
アーキテクチャー）の原子的なサービスを
利用できるようになります。エアコンやア
ンビエント照明、シートの制御をエージェ
ントに命令します。また、コンテンツ（CP）
やサービス（SP）を含んだ有名なアプリが
利用できます。ユーザー像ないしスマート
フォンの閲覧記録、体験を通じて、車室内
のエージェントのサービスにフィードバッ
クします。
最後は反復作業です。エージェントは子
供のように、一挙にして育成するものでは
ありません。任務遂行とともに、完成度の
高さを判断していきます。反復を怠らず、
改善し続けます。
データの蓄積を通じて、エージェントは弛
まない自己啓発、自己進化の能力を高め
ていきます。
エージェントはこれら4つの部分になりま
す。また、最適化は2つの部分があります。
1つは内部の最適化で、大規模言語モデ
ルの改善を含んでいます。複雑な使用
シーンおよび多人数での対話時の処理能
力を高めます。また、煩雑なロジック処理
および条件細分化の能力を育てていきま
す。2つ目は外部ツールです。プラグイン、
アプリ・インターフェース（API）連携を通し
て、エージェントの進化を速めます。RAG
（Retrieval-Augmented Generation）の導
入によって、進化を続けます。



上海モーターショーでの発表車種および新技術の予告
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最後に今年の上海モーター
ショーでの発表車種計画と新
技術についての若干の展望
を述べたいと思います。



発表車種および新技術の予告
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第1に、新型車のAvatr 06を発表します。量産車に搭載
済みのブラックテクノロジーを数多く採用しつつ、販売価
格は低く抑えています。Avatr 07の姉妹車として、若年
層に向け、インパクトを強く、バリュー・フォー・マネーが
高いモデルを提供します。流線的な外観デザインはス
ポーティな感じを出しています。しかも、HuaweiのADS
（運転支援システム）のスマート運転、Harmony OSを
ベースにしたキャビンはこの車種に搭載します。スー
パー・レンジエクステンダーのプラットフォームも搭載さ
れます。なお、車外のHaloディスプレイ、電子サイドミ
ラーも新型車に装着する予定です。総じていえば、ス
ペックが豊富になる割に、価格が低く抑えられるので、
バリュー・フォー・マネーが高くなります。若年層に買っ
てもらえるようなテクノロジー感とエクステリアデザイン
を兼ね備えた車です。
第2に、新たなレンジエクステンダー・プラットフォームを
発表します。新たなプラットフォームはCATL社と共同開
発しています。より高い動力性能、より良い経済性、より
長い航続距離が特徴です。プラットフォームの汎用化が
最も重要です。今後、すべてのREEV車種（レンジエクス
テンド）はこのプラットフォームをベースに開発していき
ます。プラグアンドプレイ技術がさらに進化し、すべての
車種に搭載する予定です。今後は、長安汽車グループ
内で他の車種とも連携し、プラットフォームのコスト削減
と効率向上をはかります。
第3に、今後に向けて車種計画を発表します。次世代プ
ラットフォームは長安汽車のSDA（スマートカーデジタル
化アーキテクチャ）にもとづいて開発します。現在のプ
ラットフォームは「CHN」と言い、Changan（長安）、
Huawei（華為）、CATL（寧徳時代）が共同開発したので
す。長安汽車はシャーシなどクルマづくりの技術を担当
しています。Huaweiはスマートキャビン、自動運転、ス
マート電動化を担当します。CATLはバッテリー、電子制
御を担当しています。次世代プラットフォームにおいて、
長安汽車のSDA（スマートカーデジタル化アーキテク
チャ）とシームレスにつながり、これに基づいて、研究開
発を推進していきます。
今後、長安汽車のDeepal、Qiyuanなどのサブブランドの
高級車種はAvatrとプラットフォームを共同使用してい
きます。これによって、R&Dのコスト削減をはかっていき
ます。同時に、Avartはスマート運転、スマートキャビン
において、Huaweiとの戦略的提携を強化し、差異化戦
略を講じます。自社の強みをキープしながら、競争力を
強化し、コスト削減と効率を向上させます。同時に、
Huaweiとの協力関係の中で、自社の優位性を強化し続
けます。さらに、今後の新車種について、「4+2+X」とい
う計画を立てています。今後の2～3年間、より多くの新
車種を発表し、4車種のSUVで各セグメントをカバーして
いきます。ミディアム、ラージ・ミディアム、ラージ、フル
サイズSUVのラインナップを構築していきます。さらに、
2車種のセダンと1車種のMPVにより、Avatrの中核的な
ラインナップを揃えていきます。新車種の研究開発に注
力しつつ、ブランドや商品の新計画に取り組みます。市
場拡大をとめずに、ユーザーを喜ばせていきます。これ
らは、上海モーターショーで発表する新技術、新車種の
状況です。



ご清聴ありがとうございました。
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本日の講演内容は以上にな
ります。
ご感想、ご意見がありました
ら、何なりとご連絡ください。
以上でご共有を終わります。
皆様、ありがとうございまし
た！



＜講演・事例＞
AI時代におけるスマートキャビンの

コンセプトデザイン形成とその評価フレームワーク

SAE-China・中国汽車工程学会 スマートキャビン分科会 副主席
Tongji Univ・同済大学 教授

Human-computer Interaction・人机交互設計創意実験室 ファウンダー
馬 鈞 (Ma Jun)

Confidential
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AI：スマートキャビンの製品定義と評価体系
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尊敬するご視聴の皆様、業
界の皆様、こんにちは！
同済大学の馬鈞（Ma Jun）と
申します。
本日は「AI時代におけるス
マートコックピットのコンセプ
トデザインと評価フレーム
ワーク」の研究成果について、
皆様と共有できることをとて
も光栄に思います。
知能化がグローバルに席捲
する時代において、自動車産
業は未曾有の変化を迎えて
きました。
スマートコックピットはHMI
（Human Machine Interface）
の中核的な担体として、極め
て重要であることは言うまで
もありません。
本日のテーマは「AI時代にお
けるスマートコックピットのコ
ンセプトデザインと評価フ
レームワーク」です。



自己・経歴紹介
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まずは、自己紹介をさせていた
だきます。私はドイツのダルム
シュタット工科大学を卒業して、
ドイツで15年間働いていました。
コンチネンタル、BMW、アウディ
に勤めていました。2004年に、
万鋼教授に招かれ、同済大学に
戻ってきました。同済大学自動
車学部を共同創立して、2005年
から2016年まで副院長を務めて
きました。2016年からはザンクト
ガレン大学（スイス）の客員教授
となりました。2017年には、同済
大学デザイン＆イノベーションカ
レッジの教授を兼任し、革新的
なデザイン・起業学科の創設者
であり、ディレクターです。2022
年に同済大学自動車学部およ
び中独応用科学院にて、中国で
唯一の「インテリジェントコック
ピット」教授職を務めております。
私たちのチームは、2009年から
「インテリジェントコックピット」に
関する研究を開始しております。
この領域において、中国で最初
の研究チームとなります。現在、
私は中国自動車工程学会
（SAE-China）のインテリジェント
コックピット分科会副主任を務め
ています。業界の標準化の策定
と技術のイノベーションを推進し
ています。



インテリジェントコックピットの現状課題
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スマートコックピットの定義や評価体制
の話に入る前に、いま、中国のインテリ
ジェントコックピット市場が直面してい
るチャレンジについて、少し話しをした
いと思います。このチャレンジというは、
マーケットにおける商品の評価を左右
するのみならず、今後、技術進化の方
向性にも影響を与えます。
チャレンジ1：総合体験の創出です。技
術はインタラクションを変えていきます
が、最終的にはユーザー体験によって
技術の価値が決められます。「使い勝
手の良さ」はパラメータより重要です。
このため、ユーザー体験は商品を決め
るキーポイントとなるのです。
チャレンジ2：コンフィグレーション（製
品定義）の難しさ。現在、多くの自動車
メーカーでは製品開発の際に、余分な
機能をつけることが多いです。これらの
機能が要るのか、ユーザーに訊ねると、
従来的な調査方法に限られて、「すべ
て要る」といったような結果になってし
まいます。だから、機能自体を並べた
てるだけでは良い解決策にはなりませ
ん。正確性の高い使用シーンにあわせ
て、必要のない機能を減らさなければ
いけません。有力な手段を通じて、自
動車メーカーが成功を収めるように貢
献していきます。
チャレンジ3：製品の差異化です。技術
案が大同小異である背景の下、ユー
ザーに自社商品を覚えてもらえる、素
早くユーザーを感動させることは、市場
で優位に立つための中核的な要素とな
ります。



インテリジェントコックピット評価の発表
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我々は2025年にJD Power
（中国）と共同で、中国市場
における40車種を総合的に
評価しました。そして、スマー
トコックピットの今後の十大ト
レンドをまとめました。インタ
ラクション、グローバル市場、
ブランドポジショニング、人工
知能の4つのトレンドです。技
術の発展方向の指針となり
つつ、市場ニーズの深い変
化を反映しています。これか
ら、この十大トレンドを説明し
ます。



10大トレンド：インタラクション
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1番目に、インタラクションを
めぐること。自動車のスマー
トインタラクションは重要なモ
デルチェンジに臨んでいます。
大型ディスプレイへの追求は
同質化をもたらします。既に
操作性の観点から最大作業
域の約17インチに達していま
す。左図は5つの車種のUIイ
ンタフェースを継ぎ合わせた
効果です。ご覧の通り、差が
ほとんどないです。同時に、
大規模言語モデル（Large 
Language Models；LLM）によ
り、音声アシスタントがよりス
マートになります。AIを通じて、
理解力は「非主動の応答」か
ら「主動の認識」へと進化しま
す。また、マルチモーダルイ
ンタラクションで柔軟性の高
い内装デザインが可能になり
ます。しかし、インタアクショ
ン内容の豊富さは機能を並
べただけではありません。情
報に優先順位をつけてから、
インタラクションを再定義し、
その上でハードウェアを決め
ます。



10大トレンド：グローバル市場
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2番目に、グローバル市場で
の差異です。「使いやすい」と
いった基準は各国で明らか
に異なります。例えば、ヨー
ロッパ人は中国のHMIが複雑
すぎで、必要のない機能が
搭載されていると思う一方、
中国人はヨーロッパ側のHMI
に対して「理解し難い」と思う、
インタフェースの階層が多す
ぎて、入口が探せないと思う
のです。デジタル化により、
いままでのハードルを打ち
破って、千人千面といったよ
うな製品の差異化が可能に
なります。



10大トレンド：ブランドポジショニング
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3番目に、ブランドポジショニ
ングです。トップの自動車
メーカーを真似るのは、自動
車のコンフィグレーションを
無意味に膨らますだけです。
デジタル時代の言葉で、ブラ
ンドの遺伝子を再解釈しま
しょう。



10大トレンド：AI
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4番目は人工知能です。AIは
ブランド差別化の重要な技
術ツールとなりつつ、データ
を駆動した精密なサービスに
よるユーザー向けの差別化
した体験を提供していきます。
DeepSeekの導入により、企業
のモデル自律の最適化を支
援します。AI駆動型の個性化
したサービスはスマートコッ
クピットの標準装備となって
います。これによって、ユー
ザーと車両のインタラクショ
ンを徹底的に変えます。以上
はスマートコックピットのトレ
ンドです。



AIDVへの進化
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次に、AIによるコックピットの
変革を話します。
まず、自動車知能化の沿革
を振り返りましょう。
中国の自動車産業は過去30
年間、絶えずに技術革新を
続けてきました。
最初のテレマテックスで遠隔
診断から、2006年に出てきた
車両、道路、歩行者をつなぐ
V2Xに至るまで、さらに、
2015年にマルチモデルを
キャビンに導入し、デジタル
コックピットコンセプトが誕生
してきました。
2017年には、Tesla OTAの発
表によって、自動車産業は
SDVの時代に入ってきました。
2023年はビッグモデルが舞
台に上がり、AIDV（AI定義車
両）の時代が本格的に到来し
ました。



SDV化による機能激増／過剰機能
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SDVの時代に、機能の数は
300%も激増しています。
運転支援、インタラクション、
情報エンタメ、安全などをカ
バーしています。
平均開発コストは83%増えて
いますが、
ユーザーが感知できる先進
装備は29%に留まっています。
このような「機能過剰」は開
発コストを増やすだけでなく、
より良いユーザー体験をもた
らしてはいません。



LLMによる解決策
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どうやって課題を解決するの
でしょうか？
AIはただのソリューションに
なります。
いままでの商品開発は機能
をめぐるものでした。
例えば、音楽鑑賞のために、
音楽再生のアプリを開発す
るのです。
絵画機能を実現するために、
絵画アプリを開発するのです。
AI時代では、理解力、クロス
ドメイン、推理、記憶など、モ
デルの能力を備えれば、最
小限の商品で最大限の機能
の応用が実現できます。
このため、ビッグモデルの能
力向上は優位性に立つため
の決め手となるのです。



業界取り組み
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こうした状況の中で、SAE-
China（中国汽車工程学会）
は2年間の準備期間を経て、
インテリジェントコックピット分
科会を設置しました。160社
以上の自動車メーカーとTier 
1サプライヤーが参加してい
ます。分科会の副主任委員、
AI技術ロードマップの執筆者
として、自動車メーカートップ
とともに大規模モデルのグ
ループ標準とロードマップを
制定しています。



業界ロードマップ作成
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このロードマップを通じて、従
来のハイブリッドSDSによる
音声認識から、クラウド大規
模モデルで自然言語処理の
能力を備えて、さらにエッジ
クラウド統合型大規模モデル
で千人千面のニーズとプライ
バシー問題を解決します。
それから、最後の包括的認
知AIに進化し、AIを正真正銘
の車両機能を集約する入口
にさせます。
ロードマップの制定により、
今後の趨勢がよく把握できま
す。
また、自社ブランドの優位性
に合わせて、指向性の高い
商品開発を展開します。



評価・賞
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本日の講演では、もう1つの
部分は測定評価です。
キャビンの測定評価をめぐっ
て、数多くの業界賞を設けま
した。このうち、「軒轅賞」は
中国自動車市場で大きな権
威と影響力のある賞です。い
ままでに12回開催されてい
ます。
私は「軒轅賞」の選考委員で
すが、「軒轅賞」のキャビンに
関わる測定は私たちのチー
ムで行います。2025年に40
以上の車両を測定していく予
定です。



評価・賞
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同時に、JD Power（中国）と
共同で創立した「華輿賞」も、
中国の自動車品質の領域で
大きな権威のある賞となりま
す。毎年恒例の十大スマート
コックピットを選出し、知能化
エコシステムの進化をリード
します。



評価方法
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これから、測定時の動画をお
見せします。
私たちのチームはマルチ
モードや専門家評価の手法
で行います。
測定、録画のほか、基準化し
た手法で評価を行います。



評価データの収集
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2024年はキャビンLMの拡大
が著しいものでした。
さらに、今年（2025年）は40
以上の車両を測定していく予
定ですが、もっと増えるかも
知れません。



機能定義から能力定義へ
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持続的な測定評価はなぜ必要なの
でしょうか？駆動型の商品イノベー
ションはビッグモデル時代に追いか
けられるからです。
AI時代の商品開発について、まずは
ふさわしいベースモデルを選択する
こと。モデル性能のエッジを明確化
しなければいけないです。なお、情
景化のモデル組合いへの動態調整
を通して、実際のニーズに合わせた
ような技術案を確保します。また、技
術アップグレードのために、「測定評
価－課題識別－モデル最適化」ク
ローズドループの構築が必要で、モ
デル性能を改善しつつ、コア競争力
を形成します。
この中で、モデル能力の競合確定と
ポジショニングも重要です。業界全
体の分析において、ブランドの差別
化の方向を明らかにして、市場で優
位性に立つこと。モデル性能は最終
的にユーザー体験に反映されます。
このため、新しいHMIをめぐる新範型
（New paradigm）にて新しいユー
ザー体験を提供します。
この中で、範型設計はAI技術によっ
て、大きな変化が起こります。駆動
型モデル能力の商品再構築を通し
て、従来の「機能定義」から「能力定
義」へと転換していきます。「モデル
はアプリなり」は今後、商品定義の中
核となる見込みです。



中国OEMの優位性
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大量の測定データを並べて
比較した結果、以下の結論を
出しました。
各ブランドの勢力の中で、新
興メーカーがランキングを
リードしています。
5段階の評価基準では、パ
フォーマンスの良いブランド
は3.5点以上です。
言語理解、執行効率、意図
識別において、スコアが高い
です。
国内の自動車メーカーはラン
キングの中間に位置します。
一方、外資系メーカーには大
きな差があります。



LLM機能によるブランド差別化
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また、AIDV（人工知能が自動車
を定義する）時代では、AIによる
ブランドの差別化が既に始まり
ました。3つのブランドの例を挙
げます。
ブランドAはファミリー向けポジ
ショニングの中核要件として、
「移動体験」に注力します。Car 
Book、AIGCの機能統合を通して、
安全、便利な家族そろっての使
用シーンを生み出します。
ブランドBはマルチモーダルイン
タラクションを核として、室内空
間を再定義します。音声認識か
ら没入型キャビンの雰囲気に至
るまで、スマートインタラクション
をもって「第三生活空間」を作り
ます。
ブランドC：技術パイオニア性を
反映して、Car Bookをアップグ
レードしつつ、「技術感」というブ
ランドの強みを強調します。この
ため、LLMは機能的なツールの
みならず、ブランドポジショニン
グの戦略的支点でもあります。
今後、基本的なインタラクション
から情景化サービスにかけて、
差別化戦略の決め手は、技術力
をユーザーが感知可能なブラン
ド価値に落とすことにあります。



AI活用動向
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2025年1月20日に、中国系AI企業の
DeepSeekは、DeepSeek-R1モデルを
正式リリースすると共に、モデルウェ
イトのオープンソース化を宣言しまし
た。技術的隘路を徹底的に切り開き
ました。わずかの20日後には、
Geely・吉利、Changan・長安、
Dongfeng・東風、VOTAH・嵐図など
10社の自動車ブランドがDeepSeek
のコックピットシステム接続を発表し、
業界記録となりました！いままでに、
20以上のブランドがDeepSeekへの
接続を宣言しています。
この背景には、3つのキーファクター
があります。第一に、自主制御が可
能。アルゴリズムからデータまでは
エンドツーエンドの国産化を実現し、
技術主権を確保します。第二に、コ
スト削減。モデルウェイトのオープン
ソース化により、OEMのR&Dコストを
大幅に削減し、商品化の効率を高め
ます。第三に、体験の向上。持続的
なモデル最適化を通して、自然言語
インタラクションと情景化サービスを
実現します。
中国AIの爆発的な成長は技術向上
を推し進めるだけでなく、自動車の
知能化の競争パターンを変えました。
将来、ビッグモデルの能力をユー
ザーが感知できる体験価値に落とす
企業は、市場を制覇することができ
ます。



AIDVへの方向
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AI定義車両の新紀元では、業界
は依然として大きな挑戦に直面
しています。第一に、技術の画
一化とブランド差別化です。自
動車企業はスマート技術の基準
化を追いかけるとともに、激しい
市場間競争の中で自社なりの魅
力を伝えなければいけません。
第二に、データ駆動型精密サー
ビスとプライバシーの保護。AI活
用で顧客ニーズを把握し、個性
化したサービスを提供するととも
に、データ主権と合法性を保証
しなければいけません。第三に、
モデル能力とユーザー体験。
ビッグモデルは力強い技術基盤
を持っているが、ユーザーが感
知可能な価値にするのが必須で
す。
モデル能力とユーザー体験の
マッチングは唯一の基準です。
今後の競争は単なる技術を並
べ立てただけでなく、AI活用で
「技術－ブランドーユーザー」の
相互関係に重点を置きます。
自動車企業はAIと緊密に紐づけ
て、標準化と差別化の間に動的
バランスをとります。最終的に、
「技術をもって体験を向上させ、
体験をもってブランドを定義す
る」といったようなクローズド
ループを構築します。



HVR Lab 人・車関係実験室ご紹介
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最後の部分では、私たちの
実験室を紹介させていただき
ます。私たちは2つの実験室
があります。
HVR Lab 人・車関係実験室
は2004年に設立して以来、
業界の先駆けとなりました。
2009年に中国で最初の実車
模擬運転実験室を設立しま
した。
2017年には、世界で最初の
「自動車HMI評価方法」など
多言語専門著作を発表し、
業界のベンチマークとなりま
した。
私たちは文化的な洞察を通
じて、製品定義を下し、情景
化商品に基づき、ユーザー
体験を再構築して、フルリン
クをカバーしたC-HVR測定、
認証、受賞の仕組みを立て
ました。
理論革新から商品に落とす
まで、HVR Labは一貫してス
マートカーの進化を推進する
駆動力となります。



XAI Lab 知能体験実験室ご紹介
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もう1つはXAI Lab知能体験
実験室です。
中国のスマートコックピットの
先駆けとして、
XAI Labは設計、AI、自動車
をめぐって、学際的な研究を
展開しています。
アジアNo.1の同済大学設計
創意学部と自動車学部から
支援を受けています。
同時に、世界の知能化自動
車連盟COVESAのメンバーで
もあります。
実験室は私とAI専門の教授
が共同で設立したものです。
学際的な研究チームはより
多くの新たなアイデアを練る
ものと信じています。



評価方法（ツール）
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今日は、測定結果を共有します。
これはXAI Labに基づいた「蜜蜂智
評」BeeEVALというツールです。
蜜蜂と名付けた理由は、ミツバチ自
体が群知能を持つ種であるからです。
また、データ収集の過程はミツバチ
が蜜を集めることと似ています。
より良い生態環境づくりに力を貢献
したいと思います。
蜜蜂智評はP-CAFE 評価システム
を自主開発し、インテリジェントコック
ピット・ビッグモデルの量化評価シス
テムを補完しました。
これは、中国最大級のキャビンビッ
グモデルのデータベースでもありま
す。
21のブランドをカバーし、50項目以
上の車種評価指標、1200ヶ条の測
定用例、100以上の機能検証動画を
活かして、指向性の高い業界洞察を
サポートしています。
また、20件以上の測定ツールチェー
ンに関する著作権を有しています。
測定から認証まで全過程の自主管
理をしています。
未来に向けて、引き続き基準を錨に
して、データを基にして、革新を翼に
し、スマートコックピットが技術競争
から体験向上への進化に助力しま
す。



評価方法（動画）
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これから、蜜蜂智評の詳細動
画をご覧ください。



ご清聴ありがとうございました。
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最後に、私のメールアドレス
です。
業界同士の皆様と交流した
いと思っています。
ありがとうございました！



マーケティング

支援

コンサルティング

サービス

市場・需要

（予測）

リサーチ

（調査）

特定テーマ別

サービス

当社独自

データ

①設立：1968年10月（創立56年）

②資本：トヨタ自動車株式会社100%出資・連結企業

③業態：モビリティ産業を中心とするOEM系の調査法人

【企業体制】

①自動車完成車メーカー、部品サプライヤー

②自動車販売店、モビリティサービス企業、商社

③業界団体、行政・官公庁 （トヨタグループ内外業務）

【主要顧客】

③市場・需要予測
   国別市場、国内地域別保有、
   部品・部材需要等 

④中国・東アジア関連
地場メーカー実力評価、
小売り現場の実態等

②先端領域
CASE、カーボン・ニュートラル、
MaaSの受容性調査等

①国内販売関連リサーチ
販売店ビジョン作り、バリュー
チェーンビジネス関連調査等

★得意領域

20年以上に亘り、国内販売店、
業界団体に調査をご提供 

過去5年で80件以上の実績

40年以上前から中国市場を研究 
現地に1800万のユーザーパネル
や、有力者・専門家の人脈多数

過去５年で、
自動車市場 200件、
周辺産業  100件の実績

★提供サービス

日本
中国・ASEAN
グローバル

参考：現代文化研究所の紹介・特徴
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▼ ゆく先を望見していくため、「仮説構築」のご提案から「仮説検証」によるソリューションご提供まで、
中国専門研究員が現地の有力機関との業務提携等により、ワンストップでご担当させて頂きます

参考：現代文化研究所『中国調査・研究の進め方』（中国現地の主要提携先との活動）
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▼ SDV・スマートキャビン領域で、世界に先駆け実装化を実現する中国車／中国OEMをベンチマーク
▼ 中国車のアップグレード状況（OTAによる機能追加等）を追跡し、中国OEM担当者に課題や方向性を
ヒアリング調査する → 4カ月に1回（年3回）のレポート・報告会でローリング

提案：中国 SDV・スマートキャビン 動向調査（競合動向＋競合ヒアリング）

【アップグレード状況の一覧化】
・主要な中国ブランドをフォローし、当該月でリリース
されたアップグレード状況を整理（データベース化）

【アップグレード状況の図解】
・当該月でリリースされた主要なアップグレード状況を
図解で説明

【アップグレードの狙いや課題、方向性を把握】
・当該ブランドの担当者へ“クローズド”形式にて
ヒアリングが可能

・A社より●●がリリー
ス
・操作性は～～
・狙いは～～

・ユーザーの不満は
～～ともみられている

・B社より●●がリリー
ス
・操作性は～～
・狙いは～～

・ユーザーの不満は
～～ともみられている

・C社より●●がリリー
ス
・操作性は～～
・狙いは～～

・ユーザーの不満は
～～ともみられている

公司 职位 背景

蔚来汽车 功能集成副总监&专家 2017/05～至今上海蔚来汽车有限公司 功能集成副总监&专家

一、集成质量发布管理: 统筹NP1平台整车软件集成/产品迭代优化/质量平衡/软硬件数字化配置管理/测试管理和用户

验收发布

蔚来汽车 成本分析经理 2017.09 - 至今 蔚来汽车 主要负责1.电驱动及电池采购成本分析；2.BOM成本持续优化：3.工厂产线成本分析4.电驱

动产品价值链分析：分析驱动电机价值链，识别不增值成本，结合实际情况与供应链讨论避免不增值成本的优化方案

特斯拉（中国） 智能移动化服务创新高级

经理

专家2014/03加入特斯拉汽车，担任智能移动化服务创新高级经理；主要负责售后服务智能移动化生态服务体系搭

建，智能化售后服务网络开发，补充售后服务网络，服务平台系统构建和运营，创新服务产品开发，客户个性化产品

定制，用户体验场景化服务价值交互模型建立与优化，客户价值链挖掘，服务产品价值变现，打造全场景服务品牌和

小鹏汽车 国际业务管理总经理 从0到1探索并建立小鹏汽车的国际业务营销服体系和前中后台组织体系，并在欧洲挪威、瑞典、丹麦、荷兰四国开展

汽车新零售业务。

曾担任数字发展总经理，，以数据·经营·全局的思维，制定集团数字化战略；数字化项目：带领团队用传统主机厂1/5

小鹏汽车 数字化总监 2018.04加入小鹏，数字销服运营：负责销售服务相关系统的0到1规划、建设及运维，其中相关系统不局限 CRM系

统，OAS整车业务， OAS备件业务，售后服务系统；数据运营分析平台：包括数据中台，业务中台，管理中台地0到

1规划，建设，运维其中相关系统不局限数据中台，制造工厂DOMP驾驶舱， DVMP数字交付驾驶舱， FMC 数字财

理想汽车 自动驾驶主任工程师 专家18年进入蔚来汽车，担任主任工程师，负责自动驾驶ADAS平台项目板卡的硬件开发，公司下一代自动驾驶平台

视频盒的硬件开发，视频注入板卡，视频采集板卡的硬件设计

华为技术 市场与解决方案销售部高

级市场经理

专家2008年参加工作进入通信领域至今有14年时间，2008-2010在四川通信科研规划设计有限公司任职；2010-2012

在华为任职产品经理；2013-2022.7在爱立信任职解决方案经理。专家在爱立信期间主要负责针对中国三大通信运营

商，专注提供IoT/4G/5G RAN 室内、室外公网及专网无线网络售前解决方案及技术支持，以及基于新兴无线网络技

华为技术 解决方案专家 专家负责海外市场通信和储能业务有8年时间，从2020年至今在华为担任解决方案专家，主要负责美国、拉美地区通

信数字能源的方案和产品选型和配置、解读客户站点能源和光伏储能项目的标书需求，并进行分析和应答、站点能源

解决方案销售材料输出，包括电源和储能等产品、站点能源平台产品的整理和归纳，包括模块电源、智能锂电，光伏

智己汽车 SQE高级经理 负责内饰，外饰和车身钣金件的供应商质量管理工作。2009.07 - 2021.02在大众汽车任职SQE，主管8年半内饰件，

如仪表板横梁，仪表板系统总成和中央通道系统总成，安全带，遮阳板，车顶拉手和车顶眼镜盒等的前期开发阶段质

量管理。负责2年的途昂前期开发到量产的所有外购件（内、外饰件，电器件，底盘件，进口件）总协调工作。负责

比亚迪 造型部内饰项目Lead

designer

2021/06～至今比亚迪造型部内饰项目Lead designer，专家对遮阳板这块熟悉。

2020/10～2021/06岚图汽车科技公司造型内饰主设计师

2016/07～2020/09东风日产乘用车公司造型部内饰主设计师

吉利汽车 大项目组内饰部长 负责内饰系统管理，人员工作安排，绩效评估，团队能力建设。

1、主导 吉利品牌和吉利沃尔沃，两个品牌6个项目同时设计开发, 可行性分析和制定技术方案；

2、负责内饰造型问题管理优化，断面分折，总布置,人机,电子电器匹配，功能定义,结构，性能等方案确认。

华为赛力斯 内饰及附件部内饰开发科

科长

2014.11加入浙江吉利汽车研究院有限公司，2014.11-2022.08在吉利汽车领克品牌研究院担任内饰及附件部内饰开发科

科长，主要负责科室座椅、软饰、硬饰等小组专业管理，科室IDP建立，科室人员评价关系建立，科室架构管理；负

责内饰座椅、软饰、硬饰的方案策划分析及设计开发验证。其中包含但不限于：座椅骨架、发泡、面套、顶棚、遮阳

宁波华翔 销售负责人 主要负责北方区一汽大众、宝马、丰田等厂的仪表盘、汽车内外饰（包含车标和格栅）的技术和市场开发及产品销售

等工作，与主机厂紧密沟通，把握市场需求和竞争对手的进展。

・NIO、Xpeng、Li Auto等の新興ブランド勤務者
・Huawei、Baidu、Xiaomi等の新参入企業勤務者
・Sensetime、Iflytech等のテック企業、サプライヤー
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株式会社 現代文化研究所
GENDAI Mobility Research

東京都千代田区九段南2-3-18 トヨタ九段ビル
TEL: 03-3264-6021・FAX: 3264-2636
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